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研究成果の概要（和文）： 
オープンソース LMS、特にその代表格としての Moodle の機能および拡張性について、国際標準

規格への準拠を念頭に置き調査を行い、それにより得られた情報を学会や Web で広く公開する

とともに、その情報に基づき、オンライン教材の論理的構造を図示して学習者に対して学習内

容選択支援をおこなうことで自律的学習を促進するシステム（学習者用および教授者用）、ネッ

トワークから切り離された場面での処理を考慮した SCORM2004 シーケンスエンジン、普通教室

での授業でも Moodle を導入するための機能等、種々の実践的なシステムの開発を実施し、その

一部は誰でも利用可能な状態で Web 上で公開している。 

研究成果の概要（英文）： 
While releasing on Web or at academic meetings the information obtained by 

investigating the features and the extendibility of open source LMSs, especially 

Moodle, from the viewpoint of conformity to the International Standard, based on the 

obtained information, we have developed a various systems such as a system which 

promotes autonomous learning by illustrating the logical structure of online 

materials (with the separate interfaces for students and teachers), a SCORM2004 

sequence engine in consideration of continuous operation in case of being 

disconnected from the network, plugins for introducing Moodle in teaching at ordinary 

classrooms, etc. Some of the developed practical systems are released on Web and are 

available for anyone to use. 
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１．研究開始当初の背景 
大学等の高等教育機関においてｅラーニン

グが急速に普及しつつあり，その実施に必要

なシステムとして LMS（ラーニング・マネ

ジメント・システム）の導入が各機関で進ん

でいる。LMS には、学習用教材コンテンツ

の公開や学習者登録・学習履歴の管理、学習

者と教授者とのコミュニケーション機能な

どが備わっており，ｅラーニングシステムの

中核をなすものである。 
利用されている LMS の種類としては，ｅラ

ーニングシステムベンダにより販売されて

いる商用システムの利用率が高いが，オープ

ンソースの LMS も徐々に普及しつつある。

オープンソースの LMS は，ソースコード（ソ

フトウェアシステムの設計図ともいえるプ

ログラムの中身）がインターネット上で無償

で公開されており，ユーザは自由にカスタマ

イズを行うことが可能である。 
LMS の普及率が高まるにつれ，コンテンツ

の共有・再利用や学習者情報に関するデータ

の収集・交換などに興味を持つユーザが増え

つつある。その為には，LMS によらずにコ

ンテンツやデータが共有・交換ができるよう

な，国際標準規格の普及が必要である。LMS
上におけるコンテンツやデータの標準化の

ための国際標準規格の策定は，以前から行わ

れており，オープンソースの LMS において

も標準規格への準拠が進みつつある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，オープンソースで開発され

ているLMSを利用・改修して，eラーニングの

学習教材・テスト・学習者情報・教材メタデ

ータの国際標準規格に完全対応するオンラ

イン教育用プラットフォームを構築・無償公

開することにより，様々な優れた学習用コン

テンツが制作され広く共有されるための基

盤を確立し，オンライン教育の普及と質向上

に貢献することである。 

 
３．研究の方法 
ｅラーニングに関する国際標準規格の現

状・動向調査を行うとともに、現行のオープ

ンソースの LMSの仕様の調査と互換性の確認

を行う。それらによって得られた情報を元に、

システム全体デザイン方針の立案をし、プロ

トタイプ作成と改善を行い、開発したシステ

ムを広く公開する。 

 

４．研究成果 

研究期間を通して得られた成果としては、オ

ープンソース LMS、特にその代表格としての

Moodle の機能および拡張性についての情報

が得られ、それを学会発表や Web 上で広く公

開するとともに、その情報に基づいた種々の

実践的なシステムの開発を実施し、その一部

は Web 上で一般に公開し利用可能としたこと

である。 

2009年度には，国際標準規格の現状・動向調

査，現行のオープンソースLMSの仕様の調査

・互換性の確認を行った。とくに，オープン

ソースLMSの代表格の一つであるMoodleの仕

様および関連する機能の動作確認を行った。

機能が拡張・充実されたMoodleの次期バージ

ョンである Moodle2.0の公開が，当初アナウ

ンスされていた時期よりも大幅に遅れたこ

とから，現行バージョンのMoodleについての

基礎調査を主に行い、その成果をワークショ

ップや学会発表等として公開し，また，文献



調査の一部として用いた，Moodleの利用手引

きとして英語圏で広く読まれている「Moodle 

1.9: E-learning Course Development」の日

本語訳の出版を行った。これは日本語で読む

ことのできるMoodle解説書としては数少な

い書籍の一つであり、Moodleの使い方や機能

について現時点で最も網羅的に説明されて

いる本と言える。 

2010 年度には，Moodle の仕様および関連す

る機能の動作確認を行った。現行の Moodle 

1.9 の内部構造や拡張性を調査するととも

に、当初予定より公開が遅れたが機能が拡

張・充実された Moodle の次期バージョンで

ある Moodle2.0 の内部構造や拡張性につい

ての基礎調査を主に行い、その成果を Web 連

載記事や学会発表等として公開した。Moodle 

1.9 用のプラグイン開発と Moodle 2.0 用の

プラグイン開発の方法の違いについて得ら

れた調査結果についても、具体的ないくつか

のサンプルプログラムのコード例とともに

広く公開した。 

また、これらの Moodle 内部構造についての

調査によって得られた知見がベースとなり、

オンライン教材の論理的構造を図示して学

習者に示して自律的学習を促進するシステ

ムの開発にもつながった。世界中で広く用い

られている Moodle 上で動作する学習支援シ

ステムの開発の一助となったことは意義深

いと言える。 

2011 年度には，Moodle1.9，Moodle2.0 に加

え，今後徐々に広まっていくと考えられる, 

Moodle2.1, Moodle2.2 の内部構造や拡張性

についての基礎調査を主に行い、それらの調

査結果を４件の招待講演など、学会等での発

表で公開した。特に，今後広まっていくこと

が期待される標準規格である IMS LTI 

(Learning Tools Interoperability) 準拠の

外部ツールについては，Moodle1.9 系と

Moodle2.x 系の両者において動作が可能で

あることをサンプルツールとの連携動作を

テストすることで確認した。また、これらの

Moodle 内部構造についての調査によって得

られた知見をベースとし，オンライン教材の

論理的構造を図示して学習者に対して学習

内容選択支援をおこなうことで自律的学習

を促進するシステム（学習者用および教授者

用）の開発や，ネットワークから切り離され

た場面での処理を考慮した SCORM2004シーケ

ンスエンジンの開発、通常の授業でも Moodle

を導入するための機能等の開発も行い，

Moodle ブロックとして実装し，その成果を論

文等として広く公開した。また，本研究での

調査結果を元に設計・開発された自己学習支

援システムも論文として公開した。 
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